＜コーチ対象＞
Sport for Kidsコーチ認定研修会
自立型選手を育成するグッドコーチの「人間力」を獲得する！

事　後　課　題

Sport for Kidsコーチ認定研修会では，自立型選手を育成するグッドコーチの「人間力」に関わる知識を得ることをねらいとして，講義とワークを組み合わせて研修会を進めていきます．このワークは，知識を定着させるうえで，またそこで得た知識を実践に活かしていくうえで効果的なものとなっています．皆さん自身の学びに積極的に取り入れてください．この事後課題に取り組み，以下の提出先までお送り下さい．

宛先：一般社団法人スポーツフォーキッズジャパン事務局
アドレス：info@sfkj.or.jp
件名：コーチ認定研修会事後課題


※該当するワークに取り組んで提出することにより修了となります．
[bookmark: _Hlk161070587]※認定証が不要な方は必ずしも事後課題の送付を求めるものではありません．

受講者氏名：　　　　　　　　　　　　　
※必ずご記載ください

[bookmark: _Hlk131081520]（修了要件の対象となる事後課題）

◆受講したプラン・コースによって取り組む事後課題が異なります．
※該当するプラン・コースに〇をつけてください．

【　】ライトプラン・コース1    展開講義1・展開講義2・展開講義7の3課題
【　】ライトプラン・コース2    展開講義3・展開講義4・展開講義7の3課題
【　】ライトプラン・コース3    展開講義5・展開講義6・展開講義7の3課題
【　】スタンダードプラン3      展開講義7を含めた任意の展開講義から3課題以上
【　】プレミアムプラン3　　　　展開講義7を含めた任意の展開講義から3課題以上

※講義によってワーク数は異なりますが講義内の全てのワークに取り組んでください．
※基礎講義は修了要件の対象となる事後課題には含まれません．


＜基礎講義１＞選手がライフスキルを使用する場を設ける

選手がライフスキルを使用する機会を設けましょう．あなたが提供するスポーツ活動の中では，どのような場面・状況を意図的に設けることができるでしょうか．あなたが関心を持ついくつかのスキル（3～5程度）を特定して具体的に考えてみましょう．

１．意思決定（いくつかの選択肢から１つを決める）
例）自主練習でどのような練習をするかを自分で決める機会を設ける．
例）今シーズンを振り返り来シーズンに向けた課題や目標を提示する機会を設ける．







２．問題解決（問題や課題を自らが見つけ，計画的・効果的に解決していく）
例）今シーズンを振り返り来シーズンに向けた課題や目標を考える機会を設ける．







３．創造的思考（自分らしく独創的に考える）






	
４．批判的思考（本当にそうか？と，確かめながら考える）







５．効果的コミュニケーション（正しく伝える，正しく理解する）





６．対人関係スキル（周囲の人とよい関係を築く）







７．自己意識（自分のことがわかる）







８．共感性（相手の気持ちを自分のことのようにわかる）







９．情動への対処（突発的な感情の変化に対処する）







10．ストレスへの対処（日常的なストレスと上手くつき合う）









＜展開講義１＞選手の「やる気」を高める！ 

選手の「やる気」を高めるために，あなたは明日から何ができると思いますか？どのような工夫や配慮ができると思いますか？具体的に書き出してみましょう．

１．選手に「この活動が楽しい！」と感じさせるために








２．選手に「自分は上手にできている」と感じさせるために








３．選手に「自分でやっている」と感じさせるために








４．選手に「自分は認めてもらっている」と感じさせるために











＜展開講義２-１＞目標設定をしてみよう！ 

選手（チーム）が達成することを目指したい目標を設定してみましょう．中期目標へのつながりを考慮して，学年毎の短期目標（あるいは年齢など）を考えてみてください．

◇．将来，こんな選手（人物）になってもらいたい（中期・長期目標）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１）選手として　　　　　　　　　　　　　　　２）人間として　　　　　　　　　　　　　






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





◇現在のスポーツ活動で達成を目指したい各学年の目標（短期目標）
＜　　　年生＞
１）競技達成目標　　　　　　　　　　　　　　　２）人間形成目標　　　　　　　　　　　　　







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


＜　　　年生＞
１）競技達成目標　　　　　　　　　　　　　　　２）人間形成目標　　　　　　　　　　　　　







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


＜　　　年生＞
１）競技達成目標　　　　　　　　　　　　　　　２）人間形成目標　　　　　　　　　　　　　







　　　　　


＜展開講義２-２＞選手に自信を持たせる！ 

ある課題の達成に自信を持てない選手がいます．あなたはその選手に具体的にどのような指導，働きかけやサポートをしますか？

１．成功体験を持つ








２．モデルの成功を理解する








３．説得力のある励ましをする








４．安心感を持たせる











＜展開講義３-１＞あなたのクラブにある規範の意味は？ 

先にあなたがあげたそれぞれの規範について，以下の観点から考えてみましょう．

１．競技力の向上や人間形成等に向けたメリットは？








２．競技力の向上や人間形成等に向けたデメリットは？








３．現代の一般社会・一般生徒の常識から外れていない？













＜展開講義３-２＞チームワークを考える！ 

あなたが指導するチームは「よいチームの条件」がどのくらい当てはまりますか？

１．チームの「目標」を理解している








２．個人の「役割」が明確である








３．メンバー間の「結びつき」がある








４．「よいチーム作り」に向けた指導のポイントは何ですか？












＜展開講義３-３＞メンバーの成長を支援する！ 

SL理論に基づいて，あなたが指導するチームや選手が自立に向かうプロセスをどのように支援できるのかを考えてみましょう．各フェーズで選手にはどのような経験や学習の機会が必要になるのでしょうか．そうした選手の活動を支援するためにコーチが行うことは何ですか．

フェーズ１．指示的







フェーズ２．説得的







フェーズ３．参加的







フェーズ４．委譲的











＜展開講義４-１＞双方向のコミュニケーション

１．あなたは選手と双方向のコミュニケーションをどの程度行えていると思いますか？また，その理由は何ですか？
[image: ]
（そう思う理由）










２．選手があなたと双方向のコミュニケーションを行ううえで，あなたが工夫，改善したいことは何ですか？







＜展開講義４-２＞ポジティブ表現への言い換え

日頃の選手への言葉がけを振り返り，以下のことについて考えてみましょう．

１．あなたの選手への言葉がけで，ネガティブな表現の言葉がけはありますか？

２．上記をポジティブな表現に換えてみましょう！

１）ネガティブ表現		　　２）ポジティブ表現







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




１）ネガティブ表現		　　２）ポジティブ表現







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




１）ネガティブ表現		　　２）ポジティブ表現







　　　　　







＜展開講義５＞「べき」を柔軟に考え直そう！ 

次の各状況において，思考のコントロールをしてみましょう．
１．スポーツ指導（例えば，選手との関係）
２．職場（例えば，上司，部下との関係）
３．家庭（例えば，配偶者，お子さんとの関係）

	
怒りが表れる
場面・状況
	
怒りを生み出す
あなたの「べき」
	
「べき」を柔軟に
考え直そう！

	[bookmark: _Hlk131071608]
	
	

	
	
	

	
	
	






[bookmark: _Hlk131076536]＜展開講義６-１＞不正のトライアングルへの対応策！ 

１．暴力行為はどのような条件によって発生するのでしょうか？「動機・プレッシャー」「機会」「正当化」の３つの要因について考えてみましょう！（暴力行為の場合）

２．暴力行為を誘発する３要因はどのようにしたら取り除くことができるでしょうか？（要因を取り除くための対応策）一つひとつ対応策（考え方・環境・教育等）を講じることで，発生のリスクを大きく低減させることができます． 

	
行動
	
暴力行為の場合
	要因を取り除くための対応策

	動機
プレッシャー
	
	

	機会
	
	

	正当化
	
	





＜展開講義６-２＞リスク対応を考えよう！ 

１．ガイドラインや啓発冊子を作成してみましょう．

１）関係団体や協会のガイドラインを参照してみましょう．







２）自クラブ向けに目次や要点などを書き出してみましょう．








２．研修テーマを考えてみましょう．

１）関係団体や協会がどのようなテーマで研修会を設けているか調べてみましょう．






	
２）自クラブの必要や関心に応じて研修したいテーマをいくつかあげてみましょう．










＜展開講義７＞目指せ！グッドコーチ！！ 

研修内容を総括して，コーチとして「学びの旅」に出かけましょう．コーチ認定研修会を終えた現時点での旅の方向性を導きたいと思います．

１．スポーツ指導を巡るあなたの課題や問題点は何ですか？









２．任意の2スキルを選手への指導で実施します！あなたはどのように実施しますか？










３．任意の2スキルを1週間ほど実施してみて，指導にどのような変化や効果があったと思いますか？また，それらを実施していくうえで，あなた自身の今後の課題は何ですか？













グッドコーチとしての皆さんの活躍とますますの成長を心から期待しています．
長時間にわたる研修は大変お疲れ様でした！！

[bookmark: _Hlk131081427]＜事後課題の提出＞


研修は大変疲れさまでした．事後課題を以下の要領でお送りください．当法人で記載内容を確認して，修了の返信メールをお送りいたします．

１．受講したプラン・コースが該当するワークシートに記載されているかを確認する．
２．このワードファイルをPDFファイルに変換し保存する（ファイル名は受講者名）．
３．保存されたPDFファイルを以下の宛先にメール添付として送る．
この事後課題に取り組み，以下の提出先までお送り下さい．

宛先：一般社団法人スポーツフォーキッズジャパン事務局
アドレス：info@sfkj.or.jp
件名：コーチ認定研修会事後課題



この研修会を修了した方に【SKJ認定Sport for Kidsコーチの認定証】を発行いたします．

公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者の資格更新のための更新研修として受講される方は，毎月末に保有資格名や登録番号等が示された参加者データを協会に報告いたします．なお，指導者マイページへの受講実績の反映は，報告から平均2カ月後となります．詳細は公益財団法人日本スポーツ協会のホームページをご確認ください．
※当月最終日24時までに事後課題の提出を行っていただくことで，当月の更新研修受講として申請します．
※2026年度の「事後課題の提出」受付期限は2027年3月31日です．
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